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応障害 (5 例) , 解離性障害 (5 例) とな っ て い

た .

⑦U S F D と N O S の 違い は , 身体症状の持続期 間

にあるの で (6 ヶ月以上 v s 6 ケ月未満) , N O S

の初診後の経過を追っ てみ ると, 半数以上 (6 3

例中 3 3 例) で 身体症状 が 6 ケ月以上持続 し,

U S F D に移行 して い た .

⑧初診時S F D と診断された中で, 2 例が慢性硬膜

下血腫と崩萎縮性側索硬化症である ことが後日

判明 した .

以上 より, S F D の 診断に は , c o m o rbidity や
一

般身体疾患 が基礎疾患と して存在して い る可能性

を十分に留意 しながら行う こ と が重要であ る . ま

た下位分類に つ い て は, 半数以上が U S F D と診断

されて しまう 一 方で, S T D が非常に厳 しい診断基

準をもつ ために極 めて 少ない など, 改善すべ き点

があ るよう に思われ た .

8 　 「 7 . 1 3 水 害 」 に お け る こ こ ろ の ケ ア 対 策 に

つ い て ― 活 動 報 告 と 今 後 の 課 題 ―
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平成 1 6 年 7 月 13 日の梅雨前線豪雨の結果 , 県

央地域は大規模な水害に見舞われた .

新潟県では被災直後か ら, 災害後 に起 こ りう る

心の 問題 に対処するた め ｢ 災害時に おける こ こ ろ

の ケア対策実施要領+ を定め, 支援要請のあ っ た

三条市 ･ 見附市 ･ 中之島町に対 して , 精神科病院

をは じめ とする関係機関の協力によ る ｢ こ こ ろの

ケ ア対策+ を展開 した . 主な活動内容と今後の 課

題 は下記の とおりであ る .

【主な対策】

1 . フ リ ー ダイ ア ル による電話相談 ｢ こ こ ろの ケ

ア ホ ッ ト ライ ン+ 設置

2 . こ ころ の ケ アチ ー ム ( 精神科医, ソ
ー シ ャ ル

ワ ー カ ー 等によ る編成) の派通

3 . 現地ス タ ッ フ に対する ｢ こ こ ろの ケ ア+ に つ

い て の啓発 ･ 普及活動

【ここ ろの ケ アチ ー ム対応 ケ ー ス の概況】

1 . 7 月 2 3 日か ら 9 月末まで に , 相談録を作成 し

て対応 したケ ー ス は 46 件で あ っ た .

2 . 活動開始か ら約2 週 間は ｢ 解離症状+ ｢ 再体

験症状+ など, 急性期ス ト レス 反応と思われ る

訴えがみ られた が, 長期化するケ
ー ス は なか っ

た .

3 . 時間の 経過 とと もに , 相談ケ ー ス の 主訴は

｢ 不眠+ ｢無気力+ ｢ ゆううつ+ が中心 にな っ た.

4 . 9 月以降の ケ ー ス は
, 救援者が仕事の負担感

か ら変調をきた したケ ー ス であ っ た .

【今後の 課題】

1
. 被災自治体が実施する ｢ 仮設住宅入居者の こ

こ ろの ケ ア+ へ の 支援を行う .

2 . 被災者の 精神的変調の早期発見や支援者の 裾

野を広げるた めの 啓発 ･ 普及活動を充実 させる

必要があ る .

3 . 救援者の 二次被害を悪化させ ない た めの相談

やス トレ ス ･ マ ネ ジメ ン トの 研修を実施 して い

く必要が ある .
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